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新
し
い
年
の
初
め
に
当
た
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、
去
る
一
〇
月
三
一
日
の
知
事
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
支

持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
県
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
選

挙
期
間
中
、
県
内
各
地
を
く
ま
な
く
歩
き
、
経
済
・
雇
用
環
境
の
低
迷
や
農
業
を
取
り
巻
く

厳
し
い
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
県
政
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
と
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
切
に
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
、「
無
縁
社
会
」
と
も
形
容
さ
れ
る
今
日
、
幸
い
に
し

て
本
県
に
は
、
思
い
や
り
が
生
み
出
す
「
ぬ
く
も
り
」、
地
域
社
会
の
き
ず
な
が
紡
ぐ
人
と

人
と
の
「
つ
な
が
り
」、
そ
れ
ら
が
醸
し
出
す
「
や
す
ら
ぎ
」
が
生
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
福
島
県
の
誇
る
べ
き
「
宝
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
活
力
の
あ
る
元
気
な
福
島
県
を
全

力
で
築
き
上
げ
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
の
県
政
運
営
は
、
県
総
合
計
画
「
い
き
い
き　

ふ
く
し
ま
創
造
プ
ラ
ン
」
の
下
、「
人

と
地
域
」
を
礎
に
「
活
力
」「
安
全
と
安
心
」「
思
い
や
り
」
の
三
つ
を
柱
に
次
の
五
つ
の
重

点
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
地
域
の
子
育
て
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

学
力
の
向
上
、
道
徳
教
育
の
充
実
、
健
や
か
な
体
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
産
業
の
総
合
力
発
揮
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
取
引
拡
大
の
支
援
な
ど
に
よ
る
地
域
産
業

の
振
興
や
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く
く
高
い
競
争
力
を
有
す
る
産
業
の
育
成
、
農
林
水

産
物
の
付
加
価
値
向
上
と
新
た
な
産
業
の
創
出
を
目
指
す
地
域
産
業
の
六
次
化
を
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
尾
瀬
・
猪
苗
代
湖
等

の
水
環
境
保
全
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
よ
る
環
境
と
経
済
が
好
循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
定
住
・
二
地
域
居
住
や

着
地
型
観
光
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
一
層
の
振
興
に
努
め
、

活
力
に
満
ち
た
県
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
健
康
、
生
き
が
い
、
安
全
安
心
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
地
域
医
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
を
地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
合

う
温
か
い
県
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
夢
と
希
望
を
持
ち
、
生
き
が
い
と
幸
せ
を
実
感
し
な
が
ら
、

福
島
県
に
生
ま
れ
て
、
育
っ
て
、
住
ん
で
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
、
素
晴
ら

し
い
ふ
る
さ
と
「
福
島
県
」
を
築
い
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
県
政
運
営
に
対
す

る
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

福島県知事　　佐　藤　雄　平

福島県に生まれ、育って、住んで
　良かったと思える県づくりを目指して



林業福島　平成23年１月１日発行（第三種郵便物認可）

�

　

一
二
月
一
一
日（
土
）県
農
業
総
合
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
に
て
、
う
つ
く
し
ま
21
森

林
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る

「
う
つ
く
し
ま
21
森
林
づ
く
り
活
動
発
表
交

流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
で

活
動
し
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
内
容
の
発
表
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

情
報
交
換
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意

見
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
渡
辺
一
夫
会
長
よ
り
「
野

生
動
物
の
被
害
は
年
々
深
刻
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
、
野
生
動
物
と
の
住
み

分
け
等
が
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
、
よ
り

多
く
の
情
報
や
意
見
の
交
換
を
行
い
有
意

義
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
早
速
活
動
発
表
に
移
り
ま
し
た
。

　

各
団
体
約
二
〇
分
（
質
疑
応
答
も
含
む
）

の
持
ち
時
間
で
活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
発
表
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。

 

「
現
在
重
点
的
に
取
組
ん
で
い
る
活
動
に

つ
い
て
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
き
の
森
に
親
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
㟢　

和
敬

 

「
森
林
で
の
生
活
を
通
し
て
」

　

県
南
、
木
も
れ
び
倶
楽
部　

藤
井　

祐
二

 

「
里
山
へ
の
思
い
」

　

女
神
山
を
愛
す
る
会　
　

氏
家　
　

武

 

「
歴
史
あ
る
奥
州
行
方
街
道
沿
い
の
森
林

づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
み
ど
り
と
花
の
大
地
学
園
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

征
四
郎

 

「
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
」

　

み
ん
な
で
創
る
あ
ぶ
く
ま
の
森
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　
　

寛

　

地
元
の
企
業
等
に
呼
び
か
け
て
、
山
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
市
民
参
加
の

森
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
り
、
福
島
に
移

り
住
み
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

地
域
と
の
交
流
活
動
を
行
っ
た
り
、
豊
か

な
自
然
を
守
る
た
め
、
子
供
た
ち
に
そ
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
く
活
動
を
推
進
し
た

り
、
と
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な
活
動
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
け
で
は
森
林
の
手
入
れ
が
困
難
な
事

や
、
森
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
、
環

境
資
源
の
再
認
識
、
竹
害
な
ど
の
問
題
が

質
疑
応
答
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中

で
も
、
中
山
間
地
域
で
の
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
の
報
告
が

多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
県
内
野
生
動
物
に
よ
る
被
害

動
向
」
と
題
し
て
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
の
大
槻
晃
太
氏
に
よ
り
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
ク
マ
、
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
の
野
生
動
物
に
よ
る
被

害
の
状
況
、
分
布
領
域
の
変
化
等
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
、
質
疑
応
答
で
は
、
各

団
体
か
ら
ど
の
よ
う
な
被
害
が
あ
る
か
報

告
を
受
け
な
が
ら
対
策
等
の
話
し
合
い
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
現
在
ど
の

よ
う
な
被
害
が
出
て
い
る
か
を
把
握
し
、

地
元
の
人
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
を
知
り
、
活
動
に
反
映
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
を
発

信
し
な
が
ら
我
々
が
で
き
る
事
を
一
歩
ず

つ
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
話
し
合
い
、

終
了
し
ま
し
た
。

うつくしま21森林づくり
活動発表交流会開催される

活動発表の様子

講演をする大槻氏

盛んに意見がかわされた
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国
で
は
、
平
成
二
一
年
一
二
月
に
、
今

後
一
〇
年
間
を
目
途
に
、
我
が
国
の
森

林
・
林
業
を
早
急
に
再
生
し
て
い
く
た
め

の
指
針
と
し
て
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
～
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会

～
を
策
定
し
た
。

　

再
生
プ
ラ
ン
で
は
、
路
網
の
整
備
、
森

林
施
業
の
集
約
化
、
及
び
必
要
な
人
材
育

成
を
軸
と
し
て
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
木
材
の
安
定
供
給
と
利
用
に
必
要

な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
、
木
材
自

給
率
五
〇
㌫
以
上
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
再
生
プ
ラ
ン
を
着
実
に

推
進
す
る
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
行
う

た
め
、
制
度
的
課
題
を
検
討
す
る
委
員
会

と
、
実
践
的
課
題
を
検
討
す
る
四
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論
を
重

ね
て
き
た
。

　

昨
年
一
一
月
三
〇
日
に
は
、「
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の
姿
」
と
題

し
た
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
最
終

と
り
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
た
。

○
改
革
の
方
向

　

こ
れ
ま
で
の
森
林
・
林
業
政
策
は
、
森

林
造
成
に
主
眼
が
置
か
れ
、
持
続
的
な
森

林
経
営
を
構
築
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
実
効
性
の
あ
る
施
策

や
実
行
体
制
を
確
立
し
な
い
ま
ま
、
間
伐

等
の
森
林
整
備
に
対
し
て
広
く
支
援
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
施
業
集
約
化
や
路
網

整
備
、
機
械
化
の
遅
れ
、
脆
弱
な
木
材
供

給
体
制
、
森
林
所
有
者
の
林
業
へ
の
関
心

の
低
下
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
森

林
・
林
業
に
関
す
る
施
策
、
制
度
、
体
制

に
つ
い
て
、
抜
本
的
見
直
し
を
行
い
、
森

林
資
源
の
利
用
期
に
適
合
し
た
新
た
な
森

林
・
林
業
政
策
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、

①　

適
切
な
森
林
施
業
が
確
実
に
行
わ
れ

る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と

②　

広
範
に
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
条
件
を
整
え
る
こ
と

③　

担
い
手
と
な
る
林
業
事
業
体
や
人
材

を
育
成
す
る
こ
と

④　

国
産
材
の
効
率
的
な
加
工
・
流
通
体

制
づ
く
り
と
木
材
利
用
の
拡
大
を
図
る

こ
と

を
段
階
的
、
有
機
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構

築
す
る
条
件
を
整
備
し
、
一
〇
年
後
の
木

材
自
給
率
五
〇
㌫
以
上
を
目
指
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、

森
林
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
雇
用
の
創
出
、
山
村
の
地
域

の
活
性
化
、
低
炭
素
社
会
の
構
築
に
も
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
。

○
改
革
の
内
容

⑴　

全
体
を
通
じ
た
見
直
し

◦
複
雑
で
役
割
分
担
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
形
骸
化
し
て
い
る
森
林

計
画
制
度
を
中
心
に
見
直
し
、
生
物
多

様
性
の
保
全
等
新
た
な
国
民
ニ
ー
ズ
に

も
対
応
し
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

森
林
所
有
者
等
の
各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
下
、
自
発
的
な
取
組
を
推
進

す
る
た
め
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
化
、
森
林
経
営
計
画

（
仮
称
）
の
創
設
な
ど
持
続
的
な
森
林

経
営
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
的
枠
組

み
を
整
備
す
る
。

⑵　

適
切
な
森
林
施
業
が
確
実
に
行
わ
れ

る
仕
組
み
の
整
備

◦
無
秩
序
な
伐
採
の
防
止
や
伐
採
後
の
更

新
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
を
導
入
す

る
。

◦
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
者
が
、
面
的
な

ま
と
ま
り
を
持
っ
て
集
約
化
や
路
網
整

備
等
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
森
林

経
営
計
画
（
仮
称
）
制
度
を
創
設
す
る
。

◦
森
林
経
営
計
画
（
仮
称
）
作
成
者
に
限

定
し
て
、
集
約
化
に
向
け
た
努
力
や
コ

ス
ト
縮
減
意
欲
を
引
き
出
し
つ
つ
必
要

な
経
費
を
支
払
う
森
林
管
理
・
環
境
保

全
直
接
支
払
制
度
を
創
設
す
る
。

⑶　

広
範
に
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
条
件
整
備

◦
森
林
経
営
計
画
（
仮
称
）
等
に
よ
る
施

業
集
約
化
の
推
進
や
境
界
明
確
化
の
加

速
化
を
図
る
。

──
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の
姿
──

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
最
終
と
り
ま
と
め
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◦
丈
夫
で
簡
易
な
路
網
と
し
て
、
林
業
専

用
道
、
森
林
作
業
道
の
区
分
を
新
設

し
、
全
国
的
に
共
通
す
る
規
程
・
技
術

指
針
等
を
作
成
す
る
。

◦
路
網
開
設
等
に
必
要
な
人
材
の
育
成
、

路
網
整
備
を
加
速
化
さ
せ
て
い
く
た
め

の
支
援
を
充
実
す
る
。

⑷　

担
い
手
と
な
る
林
業
事
業
体
の
育
成

◦
森
林
組
合
に
つ
い
て
は
、
施
業
集
約

化
・
合
意
形
成
、
森
林
経
営
計
画
（
仮

称
）
作
成
を
最
優
先
の
業
務
と
し
、
そ

の
実
行
状
況
を
明
確
化
す
る
。

◦
森
林
組
合
と
民
間
事
業
体
と
の
イ
コ
ー

ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
機
会
均
等
）
を
確

保
す
る
。

⑸　

国
産
材
の
効
率
的
な
加
工
・
流
通
体

制
づ
く
り
と
木
材
利
用
の
拡
大

◦
川
上
か
ら
川
中
・
川
下
ま
で
の
マ
ッ
チ

ン
グ
機
能
を
備
え
た
商
流
・
物
流
の
構

築
等
、
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
を
強

化
し
つ
つ
効
率
的
な
流
通
体
制
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

◦
設
計
者
な
ど
人
材
の
育
成
、
公
共
建
築

物
木
材
利
用
促
進
法
に
基
づ
く
公
共
建

築
物
の
木
造
化
の
推
進
、
合
法
木
材
の

普
及
等
木
材
利
用
に
対
す
る
消
費
者
等

の
理
解
の
醸
成
を
図
る
。

◦
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
等
の
木
質
系
材

料
や
石
炭
火
力
発
電
所
で
の
混
合
利
用

等
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
利
用
を
図

る
。

⑹　

人
材
育
成

◦
森
林
・
林
業
に
関
す
る
専
門
知
識
・
技

術
や
実
務
経
験
な
ど
、
一
定
の
資
質
を

有
す
る
者
を
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
認

定
し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定

きのこで地域を元気に ㈶福島県きのこ振興センター
●菌床栽培用ナメコ（登録品種）

〒963－0112　郡山市安積町成田字西島坂７－２　　Tel 024－947－2188　Fax 024－947－6926
E-mail : f -k inoko@mtj .biglobe.ne. jp　　URL:http://www.f-kinoko.org

福島Ｎ１号 福島Ｎ２号
●原木栽培用ナメコ（登録品種）
福島Ｎ３号 福島Ｎ４号 ○その他各種種菌

○菌床　・シイタケ
　　　　・ハタケシメジ
　　　　・ムラサキシメジ等

○マイタケホダ木　　○栽培資材
安定多収量 大型・滑り少

コナラ原木で安定・多収量
食物繊維、ペクチン様物質豊富

等
市
町
村
行
政
を
支
援
で
き
る
仕
組
み

を
創
設
す
る
。

◦
森
林
経
営
計
画
（
仮
称
）
の
作
成
、
集

約
化
施
業
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な

知
識
習
得
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
、

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
、
能
力

向
上
を
図
る
。

◦
国
有
林
は
多
様
な
立
地
を
活
か
し
て

ニ
ー
ズ
に
最
も
適
し
た
研
修
フ
ィ
ー
ル

ド
や
技
術
を
提
供
す
る
。

　

県
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま

で
進
め
て
き
た
「
い
き
い
き
ふ
く
し
ま
農

林
水
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
な
ど
と
併
せ
て
、

市
町
村
、
森
林
組
合
、
民
間
事
業
体
、
森

林
所
有
者
等
の
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
、

積
極
的
に
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

今
後
、
持
続
的
な
森
林
経
営
の
基
盤
の

確
立
を
通
じ
た
森
林
・
林
業
の
再
生
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

国産材の加工・流通

高性能林業機械による森林整備



林業福島　平成23年１月１日発行（第三種郵便物認可）

�

○
は
じ
め
に

　

今
年
に
な
っ
て
「
次
世
代
育
種
」
促
進

研
究
会
と
い
う
会
議
に
出
席
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
林
木
育
種
に
関
わ
る
研
究
を

し
て
い
る
者
と
し
て
「
育
種
」
と
い
う
言

葉
に
は
多
少
馴
染
み
が
あ
る
の
で
す
が
、

「
次
世
代
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
分
か
ら
な

い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研
究

会
は
学
識
経
験
者
や
林
野
庁
等
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
お
り
、
ち
ょ
っ

と
恐
れ
多
い
会
議
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

今
後
の
林
木
育
種
の
方
向
性
に
「
次
世
代

育
種
」
と
い
う
言
葉
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
品
種
開
発
、

品
種
改
良
の
現
状
と
、
次
世
代
育
種
と
い

う
言
葉
を
中
心
に
大
き
く
舵
を
き
り
つ
つ

あ
る
日
本
の
林
木
育
種
の
方
向
に
つ
い

て
、
研
究
会
の
内
容
を
も
と
に
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
精
英
樹
と
は
何
か

　

林
業
に
と
っ
て
良
い
苗
木
を
作
る
こ
と

は
重
要
な
柱
の
一
つ
で
す
。
国
が
品
種
開

発
を
行
う
際
に
決
め
た
良
い
苗
木
と
は
用

材
生
産
を
目
的
と
し
て
、
成
長
の
早
い
こ

と
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
収
穫
量
が
多
い

と
い
う
特
徴
等
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
良
い
苗
を
作
れ
る
と
思
わ

れ
る
木
は
、
主
に
昭
和
三
〇
年
代
に
日
本

全
国
か
ら
四
、
五
一
〇
本
（
ス
ギ
三
、
五

六
七
本
、
ヒ
ノ
キ
九
四
三
本
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
第
一
世
代
の
精
英
樹
と

言
い
ま
す
。

　

福
島
県
産
の
精
英
樹
は
ス
ギ
で
一
〇
八

本
、
ヒ
ノ
キ
で
三
三
本
等
が
あ
り
ま
す

（
表―

１
）。
最
近
、
第
一
世
代
の
精
英
樹

の
成
長
特
性
、
通
直
性
、
挿
し
木
発
根
性

な
ど
が
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
た
特
性
表
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
（

森
林
総
合
研
究

所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

http://ftbc.job.affrc.go.jp/

に
あ
り
ま

す
）。

　

い
わ
ば
、
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
精

英
樹
の
商
品
価
値
が
よ
う
や
く
公
表
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
推
奨
品
種
と

さ
れ
た
精
英
樹
は
用
材
と
し
て
高
い
特
性

を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
一
六
年
度
か
ら
精
英
樹
の
中
か
ら

花
粉
が
少
な
い
と
い
う
特
性
や
、
二
酸
化

炭
素
吸
収
能
力
が
高
い
等
の
時
代
の
要
求

に
対
応
し
た
特
性
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
表

―
１
の
右
に
挙
げ
た
特
に
優
れ
た
特
性
を

持
つ
一
二
品
種
は
、
福
島
県
の
財
産
と
し

て
十
分
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

○
第
二
世
代
の
精
英
樹
へ

　

第
一
世
代
の
精
英
樹
は
何
万
本
も
し
く

は
何
百
万
本
と
い
う
山
林
に
あ
る
木
か
ら

選
ば
れ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
エ

リ
ー
ト
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

国
が
目
指
し
て
い
る
目
標
か
ら
す
る
と
ま

だ
十
分
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。
簡
単

に
い
う
と
、
成
長
特
性
に
優
れ
て
い
る
と

し
て
も
、
普
通
の
ス
ギ
よ
り
も
何
倍
も
優

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
つ

ま
り
、
第
一
世
代
の
精
英
樹
は
品
種
と
し

て
今
現
在
の
ベ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
商
品

価
値
を
さ
ら
に
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

完
成
度
を
高
め
る
に
は
育
種
の
基
本
の

手
法
に
の
っ
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
競
走
馬
を
例
に
と
る
と
、
と
て
つ
も

な
い
足
の
速
い
馬
が
欲
し
か
っ
た
ら
、
最

強
の
競
争
馬
の
父
親
と
母
親
を
選
び
、
そ

の
子
供
た
ち
を
競
争
さ
せ
、
最
も
足
の
速

い
子
を
選
ぶ
、
と
い
う
や
り
方
で
す
（
図

―

１
）。

　

こ
れ
を
林
木
に
お
き
か
え
る
と
、
特
に

優
れ
た
特
性
を
持
っ
た
第
一
世
代
の
精
英

樹
を
選
び
ま
す
。
そ
し
て
、
選
ば
れ
た
精

英
樹
ど
う
し
を
人
工
的
に
交
配
さ
せ
て
子

供
た
ち
を
作
り
、
そ
の
中
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
た
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
選
り
す
ぐ
っ
た
エ
リ
ー
ト

子
供
た
ち
が
第
二
世
代
も
し
く
は
次
世
代

の
精
英
樹
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

第
一
世
代
の
精
英
樹
か
ら
良
い
も
の
を

選
ぶ
こ
と
は
、
専
門
的
な
言
葉
で
一
般
次

代
検
定
林
調
査
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
昭
和

三
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
反
映
し
、
成
長
等
に
優
れ
た
精

英
樹
ど
う
し
を
人
工
的
に
交
配
さ
せ
、
そ

林業研究センター森林環境部

小　澤　　　創

精英樹Ｆ１検定林内の５年生で７ｍのスギ優良個体
（「次世代育種」促進研究会配布資料より）

樹　種 品種数 特に優れた特性を持っているもの
特　　　性 精英樹名 備　考

ス　　ギ 108

成 長 特 性 等 富 岡 ３ 号 推奨品種
若 松 ３ 号 推奨品種

二酸化炭素吸収・
固定能力が高い

西白河３号
石 城 ６ 号
相 馬 ３ 号

花 粉 が 少 な い

石 川 １ 号
東白川９号
南会津４号
坂 下 ２ 号
河 沼 １ 号

ヒ ノ キ 33 成 長 特 性 等 平　２　号 推奨品種
花 粉 が 少 な い 東白川２号

アカマツ 23 ― ―
クロマツ ４ ― ―
カラマツ ３ ― ―
計 171品種 12品種

表－１　福島県の精英樹

林業研究センターだより

次世代の精英樹からみた
今後の種苗生産
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の
子
供
た
ち
か
ら
良
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と

を
精
英
樹
Ｆ
１
検
定
林
調
査
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
精
英
樹
Ｆ
１
検
定
林
調
査
の

結
果
は
今
年
度
か
ら
公
表
さ
れ
ま
す
。
終

戦
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
の
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
品
種
改
良
の
結
果
が
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
て
表
に
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
大
い
に

期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

実
際
に
そ
の
結
果
の
一
部
が
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

あ
る
精
英
樹
Ｆ
１
次
代
検
定
林
に
お
い

て
、
五
年
生
で
七
㍍
に
成
長
す
る
特
性
を

持
っ
て
い
る
個
体
が
あ
る
そ
う
で
す
（
写

真―

１
）。
三
年
生
の
山
行
苗
の
苗
高
を

三
〇
～
五
〇
㌢
㍍
と
す
る
と
山
に
植
え
ら

れ
て
か
ら
た
っ
た
の
二
年
で
高
さ
が
一
〇

倍
以
上
に
成
長
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
個
体
は
間
違
い
な
く
第
二
世
代
の
精

英
樹
に
選
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
例
だ
け
を
み
て
も
、
第
二
世
代
の

精
英
樹
は
山
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減

や
花
粉
症
対
策
に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
材
と
し
て
の

特
性
も
併
せ
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
か

ら
、
商
品
価
値
と
し
て
は
非
常
に
高
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
二
二
年
度
は
八
一
個

体
が
選
抜
さ
れ
る
の
を
皮
切
り

に
、
平
成
二
八
年
度
ま
で
に
七
〇

〇
本
（
ス
ギ
五
〇
〇
本
、
ヒ
ノ
キ

二
〇
〇
本
）
が
第
二
世
代
の
精
英

樹
と
し
て
選
抜
さ
れ
る
予
定
で

す
。

○
第
二
世
代
の
精
英
樹
の
種
苗
供
給

　

い
ま
ま
で
精
英
樹
と
そ
の
品
種

開
発
・
品
種
改
良
に
つ
い
て
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
最
初
に

紹
介
し
た
「
次
世
代
育
種
」
促
進

研
究
会
は
何
の
た
め
に
開
催
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
開

発
さ
れ
つ
つ
あ
る
第
二
世
代
精
英

樹
の
種
苗
を
今
後
ど
の
よ
う
に
供

給
し
て
い
く
か
を
話
し
合
う
会
議

な
の
で
す
。

　

現
実
に
種
苗
を
供
給
す
る
と
な

る
と
問
題
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
の
種
苗
供
給
体
制
は
都
道
府
県

が
管
理
し
て
い
る
採
種
園
・
採
穂
園
や
種

苗
生
産
者
を
経
由
し
て
林
業
経
営
者
に
渡

さ
れ
ま
す
（
図―

２
）。
開
発
さ
れ
た
第

二
世
代
精
英
樹
の
種
苗
は
各
都
道
府
県
で

新
た
に
採
種
園
・
採
穂
園
を
造
成
し
、
そ

こ
か
ら
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
議
の
中
で
は
普
及
の
原
動
力
で
あ
る

都
道
府
県
が
経
営
す
る
採
種
園
・
採
穂
園

の
管
理
に
関
す
る
予
算
や
人
員
、
ま
た
、

苗
木
生
産
に
関
す
る
技
術
的
な
問
題
点
を

解
決
す
る
た
め
の
研
究
費
や
人
員
が
激
減

し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
近
年
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と

第
二
世
代
精
英
樹
の
種
苗
は
、
簡
単
に
は

通
常
の
供
給
ル
ー
ト
に
は
乗
り
そ
う
に
な

い
の
で
す
。

　

種
苗
供
給
に
関
す
る
問
題
が
山
積
す
る

中
、
打
開
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、

高
速
育
種
運
営
会
議
（
仮
称
）
の
立
ち
上

げ
で
す
。
設
置
目
的
は
「
採
種
・
採
穂
園

の
合
理
的
な
管
理
体
制
を
広
域
単
位
で
構

築
し
て
い
く
た
め
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
苗
生
産
を
合
理
的
に
行
う
た
め
に
広
域

的
に
連
携
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
、
会
議
で
出
さ
れ
た
委
員

達
の
意
見
を
も
と
に
い
く
つ
か
考
え
て
み

ま
す
。
た
と
え
ば
、
い
く
つ
か
の
県
で
一

つ
の
種
苗
生
産
体
制
を
作
る
と
い
う
意
味

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
種
苗
生
産
体

制
を
縮
小
し
、
生
産
す
る
樹
種
を
限
定
す

る
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
立
ち
上
げ
ら
れ
る
高
速
育
種

運
営
会
議
の
中
で
具
体
化
さ
れ
て
い
く
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

○
さ
い
ご
に

　

林
木
育
種
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。「
次
世
代
育
種
」
促
進
研

究
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
方
向
性
を
も
と

に
、
い
く
つ
か
の
県
で
は
種
苗
生
産
体
制

を
徐
々
に
変
え
よ
う
と
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
会
議
の
席
上
で
耳
に
し
ま
し
た
。
会
議

が
終
わ
っ
て
帰
路
に
つ
き
な
が
ら
、
福
島

県
で
は
ど
の
よ
う
な
体
制
を
と
る
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
漠
然
と
し
た
不
安

に
駆
ら
れ
ま
し
た
。（
今
回
紹
介
し
た
「
次

世
代
育
種
」
促
進
研
究
会
の
資
料
は
、
独

立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。）

図－１　良い品種を開発するための方法
　　　　　良い品種は第一世代ではなく、第二世代（次世代もし

くは子供世代）から選ぶ

図－２　種苗の供給体制
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私
は
生
け
花
に
は
全
く
疎
い
が
、
お
正
月
の

生
け
花
と
言
え
ば
マ
ツ
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ナ
ン

テ
ン
、
ウ
メ
等
は
は
欠
か
せ
な
い
も
の
の
よ
う

だ
。

　

最
近
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、
バ
ラ
等
カ
ラ
フ
ル
な
花
材
も
好
ん
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
栽
培
施

設
や
技
術
の
向
上
、
品
種
改
良
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
物
流
の
賜
で
、
野
菜
な
ど
と
同
様
季
節
感
が

無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
生
け
花
と
言
え
ば
、
花
材
と
し
て

は
そ
の
季
節
に
最
も
美
し
い
姿
の
植
物
で
あ
っ

て
、
そ
の
植
物
を
い
か
に
美
し
く
飾
る
か
に

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
正
月
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
最
も

飾
り
立
て
、
新
年
を
迎
え
た
い
の
が
人
情
で
あ

る
が
、
昔
の
人
は
我
々
よ
り
も
、
も
っ
と
こ
の

感
は
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
訳
か
陰
暦
も
陽

暦
も
年
の
初
め
の
正
月
は
冬
な
の
で
あ
る
。

　

冬
は
多
く
の
植
物
に
と
っ
て
休
止
期
で
あ
り
、

花
の
咲
く
植
物
は
極
め
て
少
な
く
、
あ
え
て
挙

げ
れ
ば
、
水
仙
、
福
寿
草
、
梅
、
椿
、
蝋
梅
、

山
茶
花
、
満
作
、
馬
酔
木
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
赤
い
実
を
付
け
、
小
鳥
に
繁
栄
を
託

す
植
物
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
。
私
達
の
身

近
な
庭
先
で
も
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ナ
ン
テ
ン
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
、
ア
オ
キ
等
が
見
ら
れ
る
。

　

昔
の
人
は
、
正
月
の
花
材
と
し
て
、
こ
う
し

た
実
物
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
新
年
を
祝
う
に
当
た
っ
て
は

お
目
出
度
い
縁
起
を
担
い
だ
名
前
の
花
材
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
ナ
ン
テ
ン
は
「
難
を
転
じ
福
と
な

す
」、
オ
モ
ト
は
万
年
青
で
「
常
に
若
々
し
く
」

な
ど
の
こ
と
か
ら
、
好
ん
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
現
在
の
正
月
の
床
の
間
に
は
、

若
松
と
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
生
け
花
は
欠
か
せ
な
い

よ
う
だ
。

　

関
西
に
は
「
千
両
、
万
両
有
り
通
し
」
と
い

う
正
月
飾
り
が
あ
る
そ
う
だ
。
一
年
中
お
金
が

た
っ
ぷ
り
あ
る
よ
う
に
と
の
縁
起
を
担
い
だ
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
何
れ
も
常
緑
で
赤
い
実
の
付

く
小
灌
木
で
あ
る
「
セ
ン
リ
ョ
ウ
」
と
「
マ
ン

リ
ョ
ウ
」
と
「
ア
リ
ド
オ
シ
」
を
寄
せ
植
え
し

た
も
の
ら
し
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
述
べ
た
千
両
、
万
両
の
他
に

百
両
、
十
両
、
一
両
と
言
う
も
の
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
お
金
に
関
連
し

た
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

◦
マ
ン
リ
ョ
ウ
：
根
の
断
面
に
赤
い
小
斑
が
見

ら
れ
る
の
で
朱
砂
根
。
セ
ン
リ
ョ
ウ
よ
り
実

が
大
き
い
→
【
万
両
】

◦
セ
ン
リ
ョ
ウ
：
赤
い
実
の
様
子
を
珊
瑚
玉
に

例
え
て
草
珊
瑚
。
ま
た
、
葉
が
タ
デ
に
似
て

い
て
、
赤
い
実
が
タ
デ
（
蓼
）
の
そ
れ
よ
り

優
れ
て
い
る
の
で
仙
蓼
。
次
の
「
百
両
金
」

に
対
応
し
て
文
字
も
変
化
→
【
千
両
】

◦
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
：
葉
が
ミ
カ
ン
（
橘
）
に
に

て
お
り
、
中
国
に
も
あ
る
の
で
唐
橘
。
江
戸

時
代
、
様
々
な
品
種
が
創
り
出
さ
れ
高
額
で

取
引
さ
れ
（
百
両
も
の
値
が
付
い
と
も
）
た

こ
と
か
ら
百
両
金
→
【
百
両
】

◦
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
：
赤
い
実
を
ミ
カ
ン
（
柑
子
）

に
例
え
藪
に
あ
る
か
ら
藪
柑
子
。
古
名
は
紫

金
牛
。
百
両
よ
り
小
形
だ
か
ら
→
【
十
両
】

◦
ア
リ
ド
オ
シ
：
刺
が
鋭
く
蟻
さ
え
刺
す
程
で

蟻
通
し
、
古
名
は
虎
刺
。「
千
両
、
万
両
ア
リ

ド
オ
シ
」
と
く
れ
ば
ア
リ
ド
オ
シ
が
【
一
両
】

で
な
け
れ
ば
格
好
が
付
か
な
い
の
で
？
…
。

（
注
）　

中
国
で
も
こ
れ
ら
は
生
育
し
、
樹
種
名

は
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
朱
砂
根
、
草
珊
瑚
、

百
両
金
、
紫
金
牛
、
虎
刺
を
用
い
て
い
る
。

　

昭
和
三
六
年
に
発
行
さ
れ
た
「
樹
木
大
図
説
」

に
は
各
樹
木
に
つ
い
て
、
別
名
、
地
方
名
（
方

言
）、
漢
名
、
古
名
な
ど
詳
し
く
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
を
十
両
、
ア
リ
ド
オ
シ

を
一
両
と
呼
ぶ
と
の
記
載
は
全
く
な
い
。

　

従
っ
て
、
一
か
ら
万
ま
で
名
前
が
出
そ
ろ
っ

た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
話
で
は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

マ
ン
リ
ョ
ウ
、
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
、
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
は
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
植
物
で
変
種
が
多
く
、

古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
愛
好
家
が
お
り
、
投
機

の
対
象
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、

紫
金
牛
（
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
）
は
明
治
後
期
か
ら
大

正
に
か
け
大
流
行
し
、
最
も
人
気
の
あ
っ
た
「
日

本
司
」
と
い
う
品
種
は
一
年
生
苗
で
一
、
〇
〇

〇
円
の
高
値
で
取
引
さ
れ
た
そ
う
だ
。
当
時
の

一
円
は
今
の
二
〇
、
〇
〇
〇
円
位
の
重
み
が

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、「
十
両
」
と
は
安
す
ぎ

る
名
前
か
も
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
福
島

県
に
お
け
る
自
生
地
状
況
で
あ
る
が
、
ヤ
ブ
コ

ウ
ジ
は
県
内
に
普
通
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、

マ
ン
リ
ョ
ウ
、
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
は
浜
通
り
を
北

限
と
し
、
極
ま
れ
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
最
近
私
の
家
で
は
、
鉢
植
の
マ
ン

リ
ョ
ウ
の
実
を
鳥
た
ち
が
つ
い
ば
み
、
糞
と
共

に
ま
き
散
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
庭
に
実
生
苗

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

セ
ン
リ
ョ
ウ
科
の
セ
ン
リ
ョ
ウ
は
東
海
地
方

以
西
、
ア
カ
ネ
科
の
ア
リ
ド
オ
シ
は
関
東
地
方

以
西
に
分
布
し
、
本
県
に
は
自
生
し
て
い
な
い

と
い
う
。

　

私
は
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
並

み
に
縁
起
を
担
ぎ
た
い
方
で
あ
る
。
今
年
の
正

月
は
「
千
両
、
万
両
有
り
通
し
」
で
床
の
間
を

飾
り
た
い
と
思
い
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
と
ア
リ
ド
オ

シ
を
園
芸
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
探

し
た
が
、
結
局
ア
リ
ド
オ
シ
は
見
つ
か
ら
ず
、

買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
年
も
一
年
中
お
金
は
「
有
り
通
し
」
と
は

行
か
な
い
よ
う
だ
。
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　今年度、南会津町に「みなみあいづ森
も
林
り
ネットワー

ク」という組織が発足しました。
　「みなみあいづ森林ネットワーク」は、森林認証
「SGEC」の取得を目指し、森林に親しみ、森林をつ
くり、地域材を使うことで森林を守り育て、活動の和
を広げることを目的としています。
　これまで当管内には、森林・林業関係者で作る組織
がない状態でしたが、素材生産業、製材業、木材加工
業、チップ業、流通業、森林組合など林業関係者の21
社が構成員になり、関係者・各団体の情報交換の場作
りや地域活性化を目指し発足されました。
　５月に設立総会、７月に財団法人林業経済研究所所
長の餅田治之氏を招き、「今後の南会津の林業を考え
る」と題して設立記念講演を行い、10月からは毎月15
日を「南会津森林・林業勉強会」として、同餅田治之
氏や社団法人日本森林技術協会の関厚氏を講師に招き
勉強会を行っています。
　テーマは、森林認証の取得から森林経営の現状、新
生産システム下での動き等と多岐にわたっています

森林資源の活用を目指して ■南会津農林事務所
林業普及指導員　栁 田　範 久

が、南会津において全国的視野での林業を取り巻く現
状が勉強できるという機会は非常に有意義です。
　南会津管内の森林率は93％と非常に高く、森林資源
は豊富にありますが、人工林率は20％と他の地域に比
べ低い状態にあります。しかし、これらの森林資源を
有効に活用することが当地域の活性化を図る上で非常
に重要であり、地域の森林や木材に付加価値をどのよ
うに付けていくかが今後の課題になると考えられます。
　南会津における森林認証の取得までには、多くの課
題がありますが、川上から川下の林業関係者が集まり、
当地域の森林・林業の再生に向け勉強会等を開催し、
地域林業再生に懸け、地元の森林を有効に活用しよう
とする気運が高まることは、森林・林業再生プランが
始動するこの時期に非常に意味のあることだと思いま
す。
　南会津管内の森林・林業を取り巻く環境は非常に厳
しいところですが、このような組織の活動により地域
の活性化が図れればと思います。

廃線した「木戸川森林鉄道」とトレッキングコース ■相双農林事務所　富岡林業指導所
林業普及指導員　大田原 和 美

「鴫山」南会津町田島

普及指導員通信

　トレッキングコースと言うと、都会人向けのCM的
に聞こえてしまう歳の自分ですが、いわゆる「山歩き
＝山中散策＝森林教育＝沢歩き＝渓流釣り＝古代懐古
＝森林セラピー」のできる山道はないかなと思ってい
ます。
　ここでは、1914年に３人の木材商が開設し、索道会
社と富岡営林署への管理移管を経て、1961年まで豊富
な木材を運搬して廃線した「木戸川森林鉄道」の活用
方法の一つとして、トレッキングコースの提案をしま
して、森林歴史資産を知ってもらうことと、林業普及
活動にどんな風に結びつけて行くことが良いのかを少
し述べます。
　今から10年前、木戸川ダム工事が着工し、湖底に水
没する森林鉄道があるとのことで、森林組合職員の案
内で調査をしました。この時、この鉄道敷きを遊歩道
にしたらすばらしい山歩きコースができるだろうと
思っていました。
　平成21年度に再び富岡林業指導所勤務となり、ふと

したことから当事務所の嘱託運転手に話したところ、
なんと彼は森林鉄道のあった集落（旧楢葉町：現いわ
き市）の生まれであることが分り、当時の話を聞くこ
とができました。また、林業普及指導員は、地域住民
と話をする機会が多く、森林鉄道の近くにすむ農林家
の方などから、情報や資料を入手することもできまし
た。
　私案の構想ではありますが、ダムからその集落跡地
までは難コースとなってしまうものの、そこから上流
は少し手を入れればなだらかなコースが設定できます。
傾斜を克服した遊歩道のコースや沢登りのコースなど
この土地特有の森林景観が観察できます。実現できれ
ば、浜通り随一、いわき市の「背戸峨廊」を凌駕する
コースが出現することは間違いありません。
　山村地域の振興を目的に普及指導を行っている毎日
ですが、森林歴史資産の活用と現代風なトレッキング
コースの整備によって、林業の切り口を増やしていき
たいと思っています。

「廃線となった森林鉄道跡」（2010撮影） 「木戸川森林鉄道」（1925撮影）



林業福島　平成23年１月１日発行（第三種郵便物認可）

�

野
生
動
物
と
の
共
存

南
会
津
農
林
事
務
所
森
林
林
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南
会
津
町
田
島
で
の
今
の
話
題
は
、

「
サ
ル
」。

　

新
聞
に
、
サ
ル
が
中
学
校
の
校
庭
に

あ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
で
遊
ん
で
い

る
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
記
憶
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
頭
の
は
ぐ
れ
ザ
ル
が
町
内
に

出
没
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
子
ど
も

に
危
害
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
町

で
は
毎
日
の
よ
う
に
捕
獲
隊
が
出
動
し
、

サ
ル
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

　

合
同
庁
舎
の
駐
車
場
の
片
隅
に
も
捕

獲
用
の
檻
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
騒
ぎ
に
な
る
前
に
、
私
も
、

何
度
か
町
中
で
見
か
け
ま
し
た
。
先
日

は
、
合
庁
近
く
の
造
酒
屋
の
中
に
入
っ

て
い
く
サ
ル
を
目
撃
し
、
こ
の
サ
ル
は

酒
好
き
な
の
か
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

サ
ル
が
町
中
に
出
没
す
る
な
ん
て
、

田
島
は
自
然
豊
か
だ
！
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
悠
長
な
問
題
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

南
会
津
地
域
に
お
け
る
野
生
動
物
に

よ
る
森
林
被
害
は
顕
著
で
は
な
い
の
で

す
が
、
最
近
農
産
物
の
被
害
が
増
加
し
、

現
在
、
南
会
津
地
方
の
県
関
係
機
関
で

構
成
す
る
有
害
獣
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
対
応
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
、
ク
マ
、

シ
カ
の
被
害
が
多
く
、
以
前
は
南
会
津

地
方
で
は
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
積
雪
の
多
い
と
こ

ろ
で
は
行
動
が
鈍
る
た
め
生
息
し
て
い

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
沢
筋
等

で
越
冬
し
、
雪
の
上
を
闊
歩
し
て
い
た

と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
多
く
な
っ
た
町
中
へ
の
出
没

の
原
因
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

山
林
や
里
山
の
荒
廃
等
が
要
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
森
林
整
備
を
進

め
る
こ
と
で
、
野
生
動
物
と
人
間
が
共

存
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
築
け
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
一
六
㌫
増
（
前
年
比
二

五
㌫
増
）
の
二
三
、
九
三
一
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
売
れ
行
き
は
良
好
で
前
月
比
で
二
四
㌫
増
（
前

年
比
三
一
㌫
増
）
の
二
四
、
四
三
八
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
〇
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
品
薄
感
か
ら
強
気
配
で
あ
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（10月15日現在）
（単位：m3当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前
月実績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は
各地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格では
なく、福島県森林組合連合会の会津
共販所・いわき木材流通センターの
素材市売価格を示す。

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
 5～  9

  4.00
並

ス　ギ
 8（  8～  8） 0   9（  9～  9） 0   7（  5～  9） 0   8（  5～  9） 0

10～13 並 11（11～12） 0   9（  8～  9） 0   9（  8～12） 0 10（  8～12） 1

中

14～18

  3.00
並 ス　ギ 14（12～16） 1 11（11～12） 0 13（11～14） 1 13（11～16） 1

並 ヒノキ 20（17～23） 1 （　～　） 0 19（17～21） 2 19（17～23） 1

  6.00
並 ス　ギ 19（17～21） 1 18（18～18） 0 16（16～17） 0 18（16～21） 1

並 ヒノキ 24（24～24） 0 （　～　） 0 24（21～27） 0 24（21～27） 0

20～28

  3.65 並 ス　ギ 14（13～17） 1 12（11～12） 0 12（11～13） 0 13（11～17） 1

  4.00 並
アカマツ

11（  8～13） 1 10（10～10） 0 11（10～12） 0 11（  8～13） 1

  1.80 並   8（  5～10） 0 （　～　） 0   8（  7～  8） 0   8（  5～10） 0

外　
　
　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 22（22～22） 1 （　～　） 0 24（24～25） 0 24（22～25） 0

並 米マツ 25（22～28） 0 26（26～26） 0 25（25～26） △1 25（22～28） △1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

  3.80 並 エゾマツ （　～　） 0 （　～　） 0 23（20～25） 0 23（20～25） 0

  4.00
並 ベニマツ 27（27～27） 0 22（22～22） 0 21（21～21） 0 23（21～27） 0

並 カラマツ （　～　） 0 （　～　） 0 19（16～21） 1 19（16～21） 1
南
洋
材
70～90 8～14

並 ラワン （　～　） 0 （　～　） 0 （　～　） 0 （　～　） 0

並 アガチス （　～　） 0 （　～　） 0 （　～　） 0 （　～　） 0

パルプ
用　材

　　－ 　 －
並 マ　ツ （　～　） 0 （　～　） 0   6（  6～  6） 0   6（  6～  6） 0

並 広葉樹 （　～　） 0 （　～　） 0   6（  6～  6） 0   6（  6～  6） 0

区 分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

  4.00

並 カラマツ   8（  7～  8） 0   9（  8～  9） 0

13～14 並 カラマツ   7（  7～  8） 0   8（  7～  9） 0

16以上 並 カラマツ   9（  8～10） △2 11（10～11） 0
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みどりの少年団コーナー
No.180

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
緑
の
少
年
団
、
そ

し
て
育
成
協
議
会
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
健
康
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
と
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

緑
の
少
年
団
の
皆
さ
ん
、
昨
年
の
活
動

は
い
か
が
で
し
た
か
。
今
年
も
森
林
や
緑

あ
ふ
れ
る
中
で
の
楽
し
い
体
験
活
動
や
地

域
・
学
校
の
環
境
美
化
の
活
動
、
そ
し
て

ス
ポ
ー
ツ
・
勉
強
な
ど
、
実
り
多
い
一
年

を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
七
月
、
猪
苗
代
町
を
会
場
に
開
催

し
た
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
は
、
大
勢

の
参
加
者
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
行
動
と
ご
協
力
、

さ
ら
に
は
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
大
会
直
前
に
は
、
会
場
周

辺
の
み
な
ら
ず
県
内
各
地
に
お
い
て
熊
の

出
現
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、

野
外
活
動
の
実
施
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

地
元
猟
友
会
の
ご
協
力
等
も
得
、
安
心
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
中
は
大
き
な
事
故
も
な
く
、
自
然

観
察
会
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
プ
・

フ
ァ
イ
ヤ
な
ど
を
通
じ
て
他
の
少
年
団
員

と
の
交
流
も
深
ま
り
、
想
い
出
の
残
る
大

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
の
福
島
県
緑
の
少
年
団
大

会
は
、
さ
ら
に
内
容
を
検
討
し
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
内

容
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
福
島

県
緑
の
少
年
団

大
会
は
、
七
月

二
七
日
～
二
八

日
に
、
昨
年
と

同
じ
猪
苗
代
町

で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
五
月
二
六
日（
木
）に
は
平
成
二

三
年
度
福
島
県
緑
の
少
年
団
活
動
実
績
発

表
会
を
郡
山
市
の
福
島
県
林
業
研
究
セ
ン

タ
ー
で
開
催
の
予
定
で
す
。
各
団
の
楽
し

く
活
発
な
活
動
様
子
の
報
告
が
な
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多
く
の

少
年
団
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

団
は
、
全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会

に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
本
県
代
表
と
し
て
推

薦
さ
れ
た
少
年
団
は
、
四
年
間
連
続
で

「
緑
の
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
、
昨
年
も
、
川

俣
町
立
山
木
屋
小
学
校
緑
の
少
年
団
が
群

馬
県
で
開
催
さ
れ
た
育
樹
祭
に
出
席
し
、

併
せ
て
行
わ
れ
た
全
国
緑
の
少
年
団
活
動

実
績
発
表
大
会
に
お
い
て
堂
々
と
発
表
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
は
他
の
団
も
全
国
大

会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

　

緑
の
少
年
団
は
、
平
成
二
二
年
度
に
新

た
に
四
団
が
加
わ
り
、
現
在
一
一
四
団
、

約
六
、
四
〇
〇
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

少
年
期
に
野
外
活
動
な
ど
を
多
く
経
験
し

た
者
は
、
成
人
に
な
っ
て
も
「
生
き
る
力
」

が
強
く
、
逆
境
や
困
難
に
対
し
て
も
立
ち

向
か
っ
て
い
け
る
人
の
割
合
が
高
い
と
い

う
記
事
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
緑
の
少
年

団
員
の
増
加
と
団
員
の
一
層
の
活
動
充
実

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

近
年
、
市
町
村
合
併
や
児
童
数
の
減
少

等
に
よ
る
学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、
伝
統

あ
る
緑
の
少
年
団
も
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
緑
の
少
年
団
は

森
林
や
屋
外
で
の
楽
し
い
学
習
活
動
、「
緑

の
募
金
」
活
動
や
植
樹
・
育
樹
祭
な
ど
へ

の
参
加
、
清
掃
活
動
や
奉
仕
活
動
な
ど
幅

広
い
活
動
を
各
地
で
展
開
し
て
お
り
、
そ

の
輝
か
し
い
活
動
を
途
絶
え
さ
せ
た
り
、

縮
小
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
誠
に
惜
し
い

も
の
で
す
。
統
合
さ
れ
て
も
、
緑
の
少
年

団
を
再
結
成
す
る
な
ど
し
て
、
今
ま
で
活

用
し
た
学
校
林
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
自
然
観

察
や
環
境
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
、
次

代
を
担
う
子
供
達
に
と
っ
て
、
よ
り
活
発

な
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
学
校
は
も

と
よ
り
関
係
機
関
・
団
体
、
そ
し
て
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
や
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
福
島
県
緑
化
推
進
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し

ま
し
た
。
緑
化
推
進
委
員
会
の
活
動
内
容

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
緑
の
少
年
団
に
関

す
る
記
事
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、
ご
意
見
等
も

あ
り
ま
し
た
な
ら
、
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

緑
の
少
年
団
、
育
成
会
の
皆
さ
ん
の
な

お
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

街頭募金―双葉北小みどりの少年団

緑の少年団大会―自然観察会
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団体のページ

公社だより

豊かな森林資源を
未来へつなぐために

福島県林業公社

○
分
収
造
林
変
更
契
約
書
合
同
調
印
式

　

福
島
県
林
業
公
社
は
、
木
材
価
格
の
下

落
等
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

平
成
一
八
年
五
月
に
決
定
し
た
【
改
訂
】

第
二
次
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
公
社
自
ら

の
改
善
策
、
県
の
支
援
に
よ
る
改
善
策
及

び
土
地
所
有
者
の
協
力
に
よ
る
改
善
策

（
分
収
割
合
の
見
直
し
）
に
よ
る
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
分
収
割
合
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
市
町
村
有
林
契
約
で
は
初
め
て
田

村
市
及
び
川
俣
町
か
ら
協
力
が
得
ら
れ
ま

し
た
こ
と
か
ら
、
一
二
月
二
一
日
に
自
治

会
館
に
お
い
て
林
業
公
社
理
事
長
、
田
村

市
長
、
川
俣
町
長
の
出
席
、
及
び
県
農
林

水
産
部
長
の
立
会
い
の
も
と
、
分
収
造
林

変
更
契
約
書
の
合
同
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

林
業
公
社
松
本
理
事
長
か
ら
は
、「
仮
に

林
業
公
社
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

森
林
の
手
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
、
山
が

荒
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
豊

か
な
森
林
資
源
を

次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
た
め
に

も
、
本
年
度
中
に

全
て
の
市
町
村
有

林
の
変
更
契
約
を

締
結
で
き
る
よ
う

全
力
で
取
り
組

み
、
公
社
の
経
営
改
善
を
進
め
て
い
き
た

い
。」
旨
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
業
公
社
は
、
県
と
連
携
し
て
、
本
年

度
中
に
は
市
町
村
及
び
財
産
区
、
二
三
年

度
ま
で
に
は
個
人
・
共
有
林
等
の
変
更
契

約
を
締
結
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
間
伐
材
を
利
用
し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

福
島
県
林
業
公
社
で
は
、
間
伐
で
発
生

す
る
木
材
の
有
効
利
用
と
次
世
代
の
森
林

づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
森
林
を

慈
し
む
心
」
の
育
成
を
図
る
た
め
、
ス
ギ

の
間
伐
材
を
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
四
年
目
と
な
る
こ
の
企
画
で
す

が
、
県
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校

等
の
教
育
施
設
及
び
医
療
・
福
祉
施
設
等

か
ら
予
定
し
て
い
た
一
〇
〇
本
に
対
し
て

一
〇
三
本
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
一
二

月
九
日
と
一
〇
日
に
は
、
応
募
が
あ
っ
た

す
べ
て
の
団
体
に
希
望
ど
お
り
配
付
い
た

し
ま
し
た
。

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
で
、
上
手
に
あ
い
さ
つ

が
出
来
た
ら
ツ
リ
ー
に
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を

飾
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
だ
。（
小
学
校
）」

　
「
生
の
木
に
入
所
者
も
興
味
を
示
し
、
目

の
輝
き
も
違
っ
た
。（
老
人
福
祉
施
設
）」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
、
こ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
声
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
団
体
の
中

か
ら
、
一
二
月
一
〇
日
に
福
島
市
野
田
の

「
福
島
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
」
を
訪
問
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
装
飾
用
の
松
ぼ
っ

く
り
（
約
二
〇
〇
個
）
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
市
販
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ツ
リ
ー

し
か
触
れ
た
こ
と
の
な
い
園
児
達
は
「
大

き
い
。
緑
色
の
生
き
て
い
る
木
だ
。」
と
、

本
物
の
自
然
の
木
に
と
て
も
驚
き
な
が
ら

飾
り
付
け
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

公
社
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
林
業
公
社
だ
よ
り
」

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

変更契約書に署名（調印式）

和やかに握手（調印式）

ツリーに飾り付けしてキャンドルサービス
（福島カトリック幼稚園）
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当
支
署
は
、
白
河
市
を
中
心
と
す
る
二

市
五
町
六
村
を
管
轄
し
、
そ
の
内
、
国
有

林
野
所
在
の
八
市
町
村
（
白
河
市
、
西
郷

村
、
天
栄
村
、
須
賀
川
市
、
古
殿
町
、
平

田
村
、
玉
川
村
、
矢
吹
町
）
の
国
有
林
約

三
四
、
〇
〇
〇
㌶
を
管
理
経
営
し
て
い
ま

す
。

　

山
系
は
、
奥
羽
山
系
及
び
那
須
火
山
群

の
山
地
と
八
溝
山
地
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
水
系
は
、
大
白
森
山
、
鎌
房
山
、

真
名
子
峠
、
鳳
坂
峠
、
丸
山
を
結
ぶ
高
原

地
形
の
分
水
嶺
に
よ
っ
て
、
太
平
洋
に
注

ぐ
阿
武
隈
川
と
阿
賀
野
川
の
支
流
で
あ
る

大
川
に
合
流
し
て
日
本
海
に
注
ぐ
鶴
沼
川

の
二
つ
の
水
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
支
署
管
内
の
国
有
林
野
は
、
そ
の
大

部
分
が
主
要
水
系
の
水
源
地
帯
に
分
布

し
、
地
域
に
直
接
係
る
水
源
地
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
有
林
野
の
多
く
は
保
安
林
、

国
立
公
園
、
自
然
公
園
等
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
水
資
源
の
確
保
、
レ
ジ
ャ
ー
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
な
ど
多
面
的
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
林
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
山
崩
れ
な
ど
の
災
害
か
ら
地
域
住
民

の
方
々
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
ま
た
、

水
源
の
か
ん
養
や
自
然
環
境
の
保
全
を
図

る
こ
と
で
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
保
安
林
機
能
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
の
治
山
事
業
に
つ
い
て
も
当
支
署
で

は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
台
風
や
集
中
豪

雨
の
際
に
被
害
を
受
け
た
山
腹
崩
壊
箇
所

や
土
砂
流
出
箇
所
の
復
旧
、
ま
た
渓
流
が

荒
廃
し
た
り
渓
岸
が
浸
食
さ
れ
る
な
ど
土

砂
流
出
の
危
険
が
高
い
渓
流
で
の
対
策

等
、
様
々
な
場
所
で
治
山
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

治
山
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
で
き
る
だ
け
経
済
的
、
効
果
的
な
工
法

を
選
定
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

環
か
ら
、
木
材
（
間
伐

材
）
を
利
用
し
た
工
法

を
で
き
る
だ
け
多
く
実

施
す
る
よ
う
当
支
署
で

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
関
東
森
林

管
理
局
が
掲
げ
る
「
平

成
二
二
年
度
重
点
取
り

組
み
」
の
一
環
で
も
あ

る
「
木
材
を
利
用
し
た
治
山
事
業
」
に

沿
っ
た
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

渓
流
に
お
け
る
土
砂
流
出
や
渓
岸
浸
食

の
抑
制
を
図
る
谷
止
工
な
ど
に
お
い
て
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
型
枠
材
や
木
製
谷

止
工
な
ど
に
間
伐
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
山
腹
工
事
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
土
留
工
の
型
枠
材
や
様
々
な
木
製

工
作
物
の
材
料
と
し
て
間
伐
材
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二
一
年
一
二

月
二
五
日
に
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
後
一
〇
年
間
を
目
途
に
、
路

網
整
備
・
集
約
施
業
・
人
材
育
成
を
軸
に

し
て
、
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
木
材
の
安
定
供

給
と
利
用
の
必
要
な
体
制
を
つ
く
り
、
我

が
国
の
森
林
・
林
業
を
早
急
に
再
生
し
て

い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
「
再
生
プ
ラ
ン
」
で
も
、
木
材
利

用
の
一
層
の
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
も
こ
の
プ
ラ
ン
の
趣
旨
に
沿
っ

た
事
業
の
計
画
と
実
行
が
今
後
も
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
当
白
河
支
署
も
、
地
域

の
森
林
の
保
全
や
林
産
業
活
性
化
の
た

め
、
木
材
の
安
定
供
給
や
森
林
の
保
全
整

備
、
そ
し
て
木
材
を
よ
り
多
く
使
用
し
た

治
山
事
業
や
土
木
事
業
な
ど
に
今
後
一
層

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

森林管理署メモ

木材を利用した
治山工事

福島森林管理署
　　　白河支署

馬立治山工事（鋼製枠土留工・木柵工・
木製手すり）西郷村　Ｈ21施工　　　　

にらむ岩沢谷止工（木製型枠）西郷村
Ｈ21施工　　　　　　　　　　　　　

竜生保安林整備事業（木製谷止工・流路
工）天栄村　Ｈ20施工　　　　　　　　
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
も
撮
影
で
訪
れ
た
地
域
や
人
々
と
の
出
会
い
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

昨
年
は
国
民
に
と
っ
て
暑
さ
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と
思
っ
て
い
る
。
我
が
家
で
は
猛
暑
の
中
エ
ア
コ

ン
が
壊
れ
、
買
い
換
え
費
用
な
ど
臨
時
支
出
も
伴
い
、
連
日
の
暑
さ
と
の
戦
い
も
半
端
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
影
響
し
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、
財
団
法
人
「
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
」

恒
例
の
一
年
を
表
す
一
文
字
に
「
暑
」
が
選
ば
れ
た
。
全
国
か
ら
の
応
募
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
暑
」

で
漢
字
の
日
に
当
た
る
一
二
月
一
二
日
に
発
表
さ
れ
た
。
選
ば
れ
た
理
由
に
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
続
い

た
猛
暑
に
よ
り
野
菜
が
不
作
の
た
め
価
格
が
高
騰
し
、
魚
介
類
も
不
漁
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

他
に
、
チ
リ
鉱
山
の
落
盤
事
故
で
暑
い
地
下
か
ら
全
員
が
無
事
救
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
小
惑
星
探
査

機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
大
気
圏
突
入
の
際
に
猛
烈
な
熱
に
耐
え
て
無
事
帰
還
し
た
事
な
ど
、
理
由
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

余
談
だ
が
、
山
で
は
餌
不
足
な
ど
か
ら
熊
な
ど
が
人
里
に
現
れ
、
人
畜
や
農
作
物
に
被
害
を
与
え
た
。

　

長
か
っ
た
猛
暑
を
体
験
し
、
地
球
温
暖
化
の
警
鐘
と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
唯
一
の
救
い
は
水
源
が
枯
渇
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
私
は
森
林
の
効
果
が
大
き
い
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
森
林
を
抱
え
る
農
山
村
で
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
か
ら
林
業
離
れ
が
進
み
、

若
者
の
流
出
と
高
齢
化
な
ど
か
ら
疲
弊
が
一
段
と
進
み
、
保
育
管
理
の
必
要
な
人
工
林
が
荒
れ
放
題
で
、

水
源
涵
養
や
土
砂
流
出
防
止
機
能
な
ど
公
益
的
機
能
の
低
下
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

幸
い
、
本
県
で
は
森
林
環
境
税
な
ど
を
活
用
し
て
間
伐
推
進
な
ど
の
施
策
が
進
め
ら
れ
、
効
果
が
出

て
い
る
が
、
森
林
所
有
者
自
身
の
手
で
保
育
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
林
業
県
福
島
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

猛
暑
で
家
電
業
界
は
潤
っ
た
ら
し
い
が
、
長
引
く
不
況
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
猛
暑
は
一
般
家
庭
へ

打
撃
だ
け
を
与
え
て
過
ぎ
去
っ
た
。
党
を
壊
す
と
言
っ
て
国
を
壊
し
た
方
？
は
引
退
し
、
国
民
の
期
待

を
担
っ
て
登
場
し
た
政
権
に
も
甘
い
期
待
は
無
理
ら
し
い
。
快
適
な
生
活
を
送
る
に
は
地
球
上
の
全
人

類
が
協
力
し
て
地
球
を
守
る
必
要
が
あ
り
、
自
然
に
も
っ
と
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

佐
藤
微
風

地
球
を
守
ろ
う

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福

島

県

林

業

協

会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
緑
化
推
進
委
員
会

福
島
県
農
林
種
苗
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ゆかいな仲間たち
　第７回ふくしま森林・林業写真コ
ンクールで最優秀賞（県知事賞）を
受賞した佐久間吉信さん（二本松市）
の作品。

株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

表紙の横顔



山火事で受けた損
害

暴風による根返り、
幹折れなどの損害

豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

大量積雪による幹
折れ、根返りなど
の損害

乾燥による枯死な
どの損害

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

福島県農林水産部森林整備課
☎ 024－521－7430

《ご相談・お申し込みは》
◆森林組合
◆森林組合連合会

備えのパートナー  森 林 国 営 保 険

●高耐久性を追及したフレームとトング
●大容量ソーモータの採用による優れた切断力
●カッタ押し付けはシンプルなスプリング式
●手元のノブスイッチで全ての操作が可能
●強力な油圧モータおよび保持力によるパワフルな送材力
●大きなトングによる効率的なグラップル作業
●高速コンピュータGP-7 による精度の高い安定した測尺
●皮剥けを防止するガイドローラ付トング

・ハーベスタシリーズ
・グラップルシリーズ
・スイングヤーダシリーズ
・木寄せウインチシリーズ

・フォワーダシリーズ
・プロセッサシリーズ
・ラジキャリーシリーズ

北関東支店　〒969‒1149　福島県本宮市本宮万世11‒7
　　　　　　TEL 0243‒34‒5440　FAX 0243‒34‒5442

イワフジのプロセッサ

ランニングコストに優れたシンプルプロセッサ

シンプルと耐久性を追及したプロセッサ

林業機械の総合メーカー

イワフジが開催する「高性能林業機械のメンテナンス研修」受講生募集中！
詳しくは当社ホームページをご覧下さい www.iwafuji.co.jp

プロセッサGP-35V

Simple Processor
MODEL : GP-35V
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ヤシマ産業株式会社
本社
東北営業所

〒１０４－００４５　東京都中央区築地1丁目９－６ アロア築地ビル２F
〒９８１－３１３３　仙台市泉区泉中央３－10－３－202

ＴＥＬ．０３－５５６５－３１６１㈹
ＴＥＬ．０２２－７７１－６６８１

ＦＡＸ．０３－５５６５－３１６４
ＦＡＸ．０２２－７７１－６６８２

ヤシマスミパインMC
グリンガードエイト
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートSC
マツグリーン液剤2

ちゅらシート（茶・白）
NCSシート（透明）
与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

使いやすさを
追求したハンドルと
思いのアクセルワークが
可能なトリガーレバー。

排気量18.3㎝3

世界最小・最軽量、2.2㎏の手のひらサイズ

20㎝（８インチ）・SP　￥66,675（税込）
20㎝（８インチ）・CV　￥72,765（税込）

40㎝（16インチ）・SP	 ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・SP	 ￥137,865（税込）
40㎝（16インチ）・Ｈ	 ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・Ｈ	 ￥137,865（税込）

・防振ハンドルブラケット
・トリガーレバータイプ
チップソー￥79,380（税込）
笹刈刃	 ￥78,330（税込）

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

排気量40.1㎝3

さまざまな用途に対応、本格プロ仕様シリーズ
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